
免許・資格について 

 

１ 本学で取得できる、あるいは、受験資格の優遇措置を受けている免許・資格一覧 

（2017 年度入学生適用） 
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免許取得 

教職課程の手引参照 
● 国 ■ 高等学校教諭一種 ● 
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● 国 ■ 学芸員 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
資格取得 

学芸員課程の手引参照 

● 民 ■ 社会貢献活動支援士 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ 
受験資格 

▲他学科履修で可能 

 国 ■ 
技術士（技術士補） 

JABEE 認定プログラム 
     ● ●     

 
  

 

 

 民  
PE 

(Professional Engineer) 
● ● ● ● ● ● ● ●    

 
  

 
受験資格 

 国 ■ 
電気主任技術者

（第１～3 種） 
       ●    

 
  

 
学修ガイダンス参照 

 国  第 2 種電気工事士        ●       
 筆記試験免除 

▲他学科履修で可能 

 国 ■ 
無線従事者（学校認定） 
（第１～３級総合、第１・２級陸上、

第１・２級海上） 

           
● 

 
  

 
受験科目一部免除 

 

 国 ■ 無線従事者（長期型） 
（第１級陸上特殊・第 3級海上特殊） 

           ●   
 

 

 国 ■ 電気通信主任技術者        ●    ●   
 受験科目一部免除 

 

 国 ■ １級建築士         ● ● ●    
 

 

 国 ■ 
２級建築士 

木造建築士 
        ● ● ● 

 
  

 
 

 国 ■ 
施工管理技士 

（建築、電気工事等） 
  ●   ● ● ● ● ● ● 

 
  

 
 

 民 ■ インテリアプランナー         ● ● ●    
 

 

 国  建築設備士     ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲    
 

 

 民  
設備士 

（空気調和・衛生工学会） 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 国 ■ 食品衛生管理者  ●             
 

 

 国 ■ 食品衛生監視員  ●             
 

 

 国  危険物取扱者（甲種） ● ● ●            
 

 

 国  毒物劇物取扱責任者 ● ● ●            
 

 

 

 



２ 課程申請を行う必要のある資格 

   下記の資格取得を希望する学生は、それぞれの課程説明会に参加し、期日内に申込み手続きを行うこと。 

免許・資格 課程名 授与機関 

教員免許状 

（中学校・高等学校教諭） 
教職課程 都道府県教育委員会 

学芸員 学芸員課程 工学院大学 

社会貢献活動支援士 社会貢献活動支援士課程 社会貢献学会 

  

３ 資格課程とは 

   総合教育科目や所属学科の専門共通科目、専門科目とは別に、免許・資格を取得するために必要な知識や技能等

を講義や実習・演習といった授業科目とし開講しているのが資格課程である。 
本学には、教員免許取得のための教職課程、博物館学芸員取得のための学芸員課程、社会貢献活動支援士の受験

資格取得のための社会貢献活動支援士課程がある。これら資格課程が開講する免許取得、資格取得、受験資格取得

のための授業科目には、卒業するための要件とは異なる必修・選択の区分があり、単位修得方法にも決まりがある。 

 

４ 履修における留意事項 

   免許取得に必要な科目は広範にわたっている。そのため、計画的に履修することが肝心である。 

   資格課程履修に際しては、それぞれの手引き（入学年度発行のもの）を基本と考え、以下の点に留意し、履修す

ること。 

（１） 通達・告示・通知・連絡 

     資格関係の通達・告示・通知・連絡はすべて、掲示にて行う。常に掲示板（KUPORT）を確認し、大切なお知

らせを見落とすことのないよう、注意すること。 

（２） 説明会・ガイダンス等 

     説明会・ガイダンス等は、原則として欠席は認められない。やむを得ず出席できない場合は、必ず事前に担

当部署へ連絡すること。 

（３） 諸手続き 

① 手続きの期限は厳守すること。 

② 本人控の書類等は、大切に保管しておくこと。 

③ 納入した諸費用（課程登録費・実習費等）は、原則として返還しない。 



 

教職課程（Teacher Training Course） 

   教職課程とは、教員に必要な教育職員免許状を取得するための課程である。 
この課程は、将来教員になるためのカリキュラムであり、履修者は、学科の卒業要件を満たす必要があるほか、教

職特有の授業科目の履修、学外で実習等を行うことが必要である。 

教員免許状取得のためには、必ず入学年度の『教職課程の手引き』を参照すること。 

 

学芸員課程（Curator Training Course） 

  博物館学芸員とは，博物館（美術館，資料館，郷土館，動物園，水族館等も含む）において，博物館法第 4 条第 3

項，第 4 項に規定されている資料の収集，保管，展示及び調査研究，その他これと関連する事業について専門的事項

をつかさどる職員のことで，本課程では，その養成を目的としている。 
学芸員資格取得のためには、必ず『学芸員の手引き』を参照すること。 

 

 



 

１ 社会貢献活動支援士 課程（Social Service Activity Support Specialist Course） 

社会貢献活動支援士とは、防災・減災、社会貢献や環境の専門的知識と能力を身につけ、災害やボランティアの現場

でリーダーシップを取り活動することができる人材であることを認定する資格である。社会貢献活動支援士課程では、

「社会貢献活動支援士」資格取得のため、専門知識のみならず、実習・演習を通じて、即戦力として、社会に貢献する

マインドと能力を持ち、また、自らテーマを設定し、プロジェクトを立ち上げ、それを実行していく人間力を持つ人材

を育成・輩出することを目的とする。 

本カリキュラムは、これまで本学にない他の 2 大学のカリキュラムと本学のカリキュラムを組み合わせた共同カリキ

ュラムで構成されており、定められた履修条件をクリアすると、社会貢献活動支援士の受験資格が与えられる。資格試

験は条件を満たした学生に対して、3年次から受験できるように準備を進めており、この社会貢献活動支援士を取得後、

就職活動で履歴書等に本資格を明記し、防災や減災、社会貢献、ボランティアなどについて実践力のある学生であるこ

とを示す資格となる。第 1回の資格試験は、2012 年 2 月 25日に実施した。 

本課程の科目は、東北福祉大学、工学院大学、神戸学院大学が 3 大学連携に関する協定書に基づき、提供される。3

大学により提供される必修・選択科目は、遠隔システムにより 3 大学同時に受講することができる連携共同科目と、実

習・演習のように各大学内で行われる実習科目、夏期・冬期休暇を利用して各大学で行われるスクーリング・集中講義

の科目により構成される。 

社会貢献活動支援士資格はカリキュラムに定められた必修科目及び選択科目の履修を要件とする。必要単位を修得し

た者には認定試験の受験資格が与えられ、社会貢献学会が実施する認定試験合格後，社会貢献学会により「社会貢献活

動支援士資格証明書」を発行する。 

履 修 に 関 し て の 詳 細 は 、 別 冊 『 社 会 貢 献 活 動 支 援 士 課 程 の 手 引 き 』 や ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.kobegakuin.ac.jp/~tkk/)を参照すること。なお、随時掲示板による指示等に注意してほしい。社会貢献活

動支援士に関する相談等は、教務部八王子教務課・新宿教務課、TKK助け合い連携センターに問い合わせること。 

なお、本課程は、平成 21年度の文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」に、東北福祉大

学を代表校とし、神戸学院大学と工学院大学（本学）との 3 校連携プロジェクトとして取り組む「防災・減災・ボラン

ティアを中心とした社会貢献教育の展開」が選定され、その取組として「社会貢献（防災・減災、ボランティア、社会

環境）」のための専門カリキュラムとして 3大学共同で開発・実施するものである。 

 

(１) 社会貢献活動支援士課程の登録 

社会貢献活動支援士課程の履修にあたっては、課程登録を必要とする。登録は何年次でもできる。 

(２) 資格取得のための単位の履修について 

専門カリキュラムの所定科目を履修することで、「社会貢献活動支援士」受験資格を得ることができる。さらに検定試

験に合格した者に対して「社会貢献活動支援士」を認定する。 

受験資格取得のためには、必修科目（社会貢献学入門）に加え、自身の大学の科目を 4 単位(2 科目)以上、他の 2 大学

の科目をそれぞれ 4 単位(2科目)以上、合計 12単位(6 科目)とする。「関連実習科目」として、共通実習科目あるいは各

大学で開講される本カリキュラムと関連した実習・演習科目を 4 単位(2 科目)以上履修すること。なお、ここで履修し

た他大学科目について「表：単位算入について」に示すように、工学部建築系学科(2009 年度以降入学生)と建築学部の

み自由枠に算入される。本学提供科目については、学生便覧の工学部建築系学科、建築学部に記載されている内容に従

う。 

 工学院大学担当科目  4 単位以上(2科目以上 ) 

 東北福祉大学担当科目  4 単位以上(2科目以上 ) 

 神戸学院大学担当科目  4 単位以上(2科目以上 ) 

 共通実習及びその他演習実習科目 4 単位以上(2科目以上 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表：科目種類と科目名、提供大学、提供開始年度について 

提供大学 科目名 提供大学 単位 提供開始年度* 

3 大学合同・必修科目 社会貢献学入門 工学院大学 2 2010年度 

東北福祉大学 社会調査法 東北福祉大学 2 2010年度 

NPO 論 東北福祉大学 2 2010年度 

地域減災論Ⅰ 東北福祉大学 2 2010年度 

地域減災論Ⅱ 東北福祉大学 2 2010年度 

災害福祉論Ⅰ 東北福祉大学 2 2010年度 

災害福祉論Ⅱ 東北福祉大学 ２ 2010年度 

救急処置法 東北福祉大学 2 2010年度 

ボランティア活動論 東北福祉大学 2 2010年度 

ボランティア論 東北福祉大学 2 2014年度 

環境福祉論 東北福祉大学 2 2010年度 

環境ボランティア論 東北福祉大学 2 2010年度 

工学院大学 減災学入門 工学院大学 2 2010年度 

地震工学 工学院大学 2 2010年度 

建築の安全 工学院大学 2 2013年度  

災害危機管理 工学院大学 2 2014年度  

地域の安全 工学院大学 2 2013年度  

構造材料施工 工学院大学 2 2013年度  

地域住環境計画 工学院大学 2 2013年度  

神戸学院大学 社会防災の基礎Ⅰ 神戸学院大学 2 2015年度 ※ 

防災行政学 神戸学院大学 2 2010年度 

災害分析の基礎 神戸学院大学 2 2016年度 

減災学 神戸学院大学 2 2017年度 

ボランティア論Ⅰ 神戸学院大学 2 2016年度 

社会防災特別講義Ⅱ 神戸学院大学 2 2015年度 

環境政策政策ビジネス研究 神戸学院大学 2 2016年度 

国際情勢論 神戸学院大学 2 2010年度 

開発教育学 神戸学院大学 2 2010年度 

国際協力論Ⅰ 神戸学院大学 2 2010年度 

社会防災特別講義Ⅳ 神戸学院大学 2 2015年度 

*:各大学の学年暦や履修者数の関係で、2018 年度に遠隔システムによる配信を行わない科目もあります。 

 

 

 

 

 

 

 



表：実習科目について 

科目名 実施大学 単位 備考 (提供開始年度) 

福祉ボランティア活動Ⅰ 

（地域貢献活動も含む） 
東北福祉大学 2 

共通実習 (2010年度) 

福祉ボランティア活動Ⅱ 

（地域貢献活動も含む） 
東北福祉大学 2 

共通実習 (2010年度) 

福祉ボランティア活動Ⅲ 

（地域貢献活動も含む） 
東北福祉大学 2 

共通実習 (2010年度) 

福祉ボランティア活動Ⅳ 

（地域貢献活動も含む） 
東北福祉大学 2 

共通実習 (2010年度) 

減災・予防福祉演習Ⅰ 東北福祉大学 2 (2010年度)実施大学のみ 

減災・予防福祉演習Ⅱ 東北福祉大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

減災・予防福祉演習Ⅲ 東北福祉大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

建築情報処理Ⅱ 工学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

社会貢献実習Ⅰ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

社会貢献実習Ⅱ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

社会貢献実習Ⅲ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

救命処置演習 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

防災実習Ⅱ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

防災実習Ⅲ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

国内実習Ⅱ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

海外実習Ⅰ 神戸学院大学 ２ (2010年度) 実施大学のみ 

海外実習Ⅱ 神戸学院大学 2 (2010年度) 実施大学のみ 

 

社会貢献活動支援士課程に関連する科目について、履修単位の算入に関しては以下の表に従う。したがって、他大学配

信科目については、基本的に 2009 年度以降入学の建築系学科、2011 年度以降の建築学部の学生を対象として、自由枠

に算入される。本学配信科目については、通常の本学実施科目となるため、履修単位の算入条件については、対象とな

る学部・学科の学生便覧の内容に従う。 

 

表：単位算入について 

学部・学科 工学院大学 

配信科目 
他大学配信科目 

工学部建築系学科 

(2009年度以降入学生) 
学科の学生便覧に従う 

自由枠に算入できる 

建築学部 

(2011年度以降入学生) 
学部の学生便覧に従う 

自由枠に算入できる 

上記学部・学科以外 学科・学部の学生便覧に従う 

単位に算入されない。 

時間割と授業時間については、3 大学連携授業では、各大学の授業開始時間が異なるため、各講義の配信校の時間割に

沿って講義を行う。但し、３大学で実施する「社会貢献学入門」は、特別時間割で実施する。 



   

図：社会貢献活動支援士課程における科目構成について 

自身の大学が提供する連携共同科目を 4 単位(2科目)以上、 

他 2大学が提供する連携共同科目を各 4 単位(2科目) 

(計 8単位(4科目))以上選択 

社会貢献学入門（3大学共通・必修）2単位(1科目) 

NPO論 

社会調査法 

地域減災論Ⅰ 

地域減災論Ⅱ 

災害福祉論 

救急処置法 

ボランティア活動論 

環境ボランティア論 

ボランティア論 

減災学入門 

地震工学 

地域の安全 

建築の安全 

災害危機管理 

地域住環境計画 

構造材料施工 

 

社会防災の基礎Ⅰ 

防災行政学 

災害分析の基礎 

ボランティア論Ⅰ 

社会防災特別講義Ⅱ 

環境政策ビジネス研究 

国際協力論Ⅰ 

国際情勢論 

開発教育学 

社会防災特別講義Ⅳ 

共通実習科目あるいは各大学で開講される実習・演習から 4単位 

(2科目)以上選択 

東北福祉大学 工学院大学 神戸学院大学 

「社会貢献活動支援士」認定試験 

「社会貢献活動支援士」 

カリキュラム 

 



 (3) 本学で履修可能な科目について 

社会貢献活動支援士課程に関する科目について、本学で 2018 年度に受講可能な科目を以下に示す。科目の実施キャン

パスについては、基本的に対象となる学年でのキャンパスで実施を予定しているが、他の授業や履修登録の状況などに

より、異なる可能性がある。このため、詳細についてはガイダンスで説明するので、履修予定者は必ず参加すること。 

必修科目：遠隔システムにより実施 

提供する大学 講義名・（単位数） 備考 

工学院大学 社会貢献学入門 (2) 3 大学共同提供科目 

 

連携共同科目：遠隔システムにより実施 

提供する大学 講義名・（単位数） 備考 

東北福祉大学 地域減災論Ⅱ(2)、ボランティア活動論 

(2)、ボランティア論(2) 、NPO論(2) 

 

工学院大学 地域住環境計画(2) 、構造材料施工(2) 、

建築の安全(2)、地震工学(2)、災害危機

管理(2) 、地域の安全(2) 

 

神戸学院大学 国際情勢論(2)、防災行政学Ⅰ(2)、災害

分析の基礎(2)、社会防災の基礎Ⅰ(2) 、

社会防災特別講義Ⅱ(2)、社会防災特別講

義Ⅳ(2)、開発教育学(2)、環境政策ビジ

ネス論(2)、 国際協力論Ⅰ(2) 

  

調整中のため、2018 年度に遠隔システムによる配信を行わない科目もあります。 

集中講義科目：各大学で夏期・冬期、数日間に期間を集中して実施 

提供する大学 講義名・（単位数） 備考 

東北福祉大学 地域減災論Ⅰ(2)、環境ボランティア論

(2) *、 

*遠隔システムにより配信

予定 

工学院大学 減災学入門(2)  

 

実習・演習科目：提供大学で実施 

提供する大学 講義名・（単位数） 備考 

東北福祉大学 福祉ボランティア活動Ⅰ(2)*、福祉ボラ

ンティア活動Ⅱ(2)*、福祉ボランティア

活動Ⅲ(2)*、福祉ボランティア活動Ⅳ

(2)* 

*遠隔システムを利用する

ため、本学での受講可能 

工学院大学 建築情報処理Ⅱ(2)   

 

 

 

 



社会貢献活動支援士の資格取得に関する科目 

(工学部・情報学部・グローバルエンジニア学部・建築学部） 

 

2009年(平成 21年)度入学生から適用 

他大学提供科目の修得単位は、工学部建築系学科、建築学部の学生のみ 

自由枠に算入される。 

 

必・選

別 

授業科目 
標準履修学年と毎週授業時限数 

(コマ数) 
備考 

科目名 大学 
単位

数 

１年 2 年 3 年 4 年 

前 後 集中 前 後 集中 前 後 集中 前 後 集中 

必修 

科目 

社会貢献学 

入門 
工学院大学 2 1            

3 大学共同提供科

目 

選択 

科目 

福祉ボランティ

ア活動Ⅰ* 
東北福祉大学 2 1           共通実習科目 

 ボランティア論 東北福祉大学 2  1            

 ボランティア活動論 東北福祉大学 2    1          

 
減災・予防福祉演

習Ⅰ* 
東北福祉大学 2 1           実施大学のみ 

 社会調査法 東北福祉大学 2    1        実施大学のみ 

 NPO 論 東北福祉大学 2     1         

 環境ボランティア論 東北福祉大学 2      1       
遠隔システムによ

る冬期集中講義 

 減災学入門 工学院大学 2   1   1       夏期集中講義 

 
ボランティア論

Ⅰ 
神戸学院大学 2  1           実施大学のみ 

 
社会貢献 

実習Ⅰ* 
神戸学院大学 2 2            実施大学のみ 

 
社会貢献 

実習Ⅱ* 
神戸学院大学 2  2           実施大学のみ 

 救命処置実習 神戸学院大学 2 2            実施大学のみ 

 防災実習Ⅱ* 神戸学院大学 2  2           実施大学のみ 

 防災行政学 神戸学院大学 2    1          

 国際情勢論 神戸学院大学 2    1          

 災害分析の基礎 神戸学院大学 2       1      実施大学のみ 

 
社会防災の基礎

Ⅰ 
神戸学院大学 2 1             

 国際協力論Ⅰ* 神戸学院大学 2  1            

 
環境政策 

ビジネス研究 
神戸学院大学 2    1          

 
社会防災特別講

義Ⅱ* 
神戸学院大学 2     1         

 
社会防災特別講

義Ⅳ* 
神戸学院大学 2    1          

 地域減災論Ⅰ* 東北福祉大学 2      1       夏期スクーリング 

 開発教育学 神戸学院大学 2    1          

 

 

福祉ボランティ

ア活動Ⅱ* 
東北福祉大学 2    1        共通実習科目 

 
減災・予防福祉演

習Ⅱ* 
東北福祉大学 2    1        実施大学のみ 

 環境福祉論 東北福祉大学 2    1         実施大学のみ 

 救急処置法 東北福祉大学 2     1        実施大学のみ 

 防災実習Ⅲ* 神戸学院大学 2    2         実施大学のみ 



必・選

別 

授業科目 
標準履修学年と毎週授業時限数 

(コマ数) 
備考 

科目名 大学 
単位

数 

１年 2 年 3 年 4 年 

前 後 集中 前 後 集中 前 後 集中 前 後 集中 

選択

科目 
社会貢献実習Ⅲ* 神戸学院大学 2    2         実施大学のみ 

 国内実習Ⅱ* 神戸学院大学 2      1       実施大学のみ 

 海外実習Ⅱ* 神戸学院大学 2      1       実施大学のみ 

 地域減災論Ⅱ* 東北福祉大学 2        1      

 建築情報処理Ⅱ* 工学院大学 2        2     実施大学のみ 

 地域住環境計画 工学院大学 2       1       

 構造材料施工 工学院大学 2       1       

 建築の安全 工学院大学 2        1      

 地震工学 工学院大学 2       1       

 地域の安全 工学院大学 2       1       

 
減災・予防福祉演

習Ⅲ* 
東北福祉大学 2       1     実施大学のみ 

 
福祉ボランティ

ア活動Ⅲ* 
東北福祉大学 2       1     共通実習科目 

 災害危機管理 工学院大学 2        1      

 
福祉ボランティ

ア活動Ⅳ* 
東北福祉大学 2          1  共通実習科目 

*Ⅰ、Ⅱのように連続する科目については、基本的に順番どおりに履修する必要はない。しかし、シラバスに「○○Ⅰを

履修していること」などの条件がある場合はそれに従う。 

太字は 2018 年度工学院大学でも受講できる科目(調整中の科目も含む) 

 

 




